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M
濟
的
努
力
論
 

.四
八

，變
.更

せ

し

む

る

の
M

因
と
名
な
る
名
の
な

6

、同
滕
に

.斯

の

如

き

，，努

ガ

，の

用

意

あ

る

人

ロ

の、
® 

加
乙
そ
初
め
て
一
國
の
經
濟
を
發
達
せ
し
む
る
に

S

至

る

0-
'

i
す
。

個
人

^

る
と
國
家

„

と
を
問
^
^
此
努
カ
を
伴
は
卞
し
て
如
何
な
る
方
面
に
於
て
名
大 

な
る
發
展
は
庶
幾
し
得
可

.き
に
非
ら

^

る
な
み
、然

.る
に
自
由
派
に
屬
す
る
人
々
は
動

^P

す
.れ 

ば
政
府
の
千
涉
を
挑
斥
す
る

.を
以
て
能
事
了
れ
な
し
、但
し

.は
個
人
.の
自
由
行
動
を
の
み 

唱
鷄
し
て
國
家
的
團
體
的
の
計

«

、活
動
を
非

_

し
、甚

し

.き

は

無

爲

妥

逸

退

嬰

孤

獨

の

弊

に

陷 

6
 y

自
ら
怪
ま
次
る
名
の

:
な
き
に
非
ず
、政
府
の
千
涉
は
滕
と
し

v

 

.大
に
排
斥
す
可
き
名
の
あ 

る
は
勿
論
な

6

と
雖
名
、然

.名
賢
明
な
る
思
慮
計
«
に
元
く
政
府
の
活
動
は
常
に
國
家
の
爲
め 

に
必
要
な

6

、同

ff
i

に
自
由
思
想
に
原
く
個
人
の
行
爾
に

$

常
■に
賢
明
な
る
思
慮
と
熱
心
な
る 

努
力

i

な
か
る
可
ら
ず
、要
す
る

に

吾
人
は
經
濟
思
想
の

®

何
を
問

te
t

0

0

の
如
何
に
論
な 

く
、國
の
東
西
古
今
に
關
係

'«
く
.各
々
自
家
の
範
圍
に
於
て
努
力
の
必
要
を
認
ひ
る
名
の
な

6

、
 

殊
に
我
國
の
經
濟
財
政
の
現
狀
に
鑑
み
て
：其
必
要
を
威
せ
ぎ
る
を
得
ず
、無
爲
の
放
任
主
義
に 

侬
6
、伹
し
は
鎖
々

^
,る
政
府
財
政
策
の
變
風
に
依

6

て
大
な
る
國
民
經
濟
の
發
展
を
導
か
ん 

と
す
る
於
如
き
は
到
底
木
可
能
事
な
ろ
と
知
る
可
き
な

6

?

荚

國

の

食

物

供

給

問

題

.

エ

コ

ノ

ミ

ス

卜

本
篇
は
一
九

 
一
3
年
十
一
力

 

一
R
の「

.エゴノミス

ト

し
社
說
を
驛
出

； 

せ
る
洛
の
な
没
。

合
§

に
於
け
る
關
桃
*
減
の
爲
め
に
生
^
る
大
な
ベ 

る
結
果
の
一
は
從
來
世
界
に
於
け
る
重
要*
る

公

開

市( 

場
と
し
て
英
國
に
輸
送
せ
ら
れ
杧
る
濠
洲
^
に
ァ
ル
ゼ

一
 

ン
チ
ー
、

v

の
食
料
品
供
紛
の
割
合U

異
動
を
惹
起
さ
ん 

と
す
るQ

しV

、
思
か

に
此
事
は
先
づ
濠
洲
、
一

】

ユ
ー
ジ
I

ラ
y
ド
诞
に
ァ

ル
ゼ
ン
チ
ー

ン
よ
み
英
國
に 

來
る
肉
の
輸
入
に
現
は
れ
、
次

s

で
穀
物
の
供
給
に
及
，
一
 

ぶ
可
し
。
近
年
英
國
は
肉
類
の
輸
入
に
關
し
て
.、
前

後、
 

11

同
の
恐
慌
.に
襲
は
れ
杧
れ
ど
名
、
小
麥
供
給
の
安
否 

tt
E

u
國
民
全
體
に
大
な
る
利
害
關
係
を
有
し
、
市
場 

に
於
沙
る
少
許
.の
恐
1

を
以
て
しv

、
傲
®
其
代
價
を

暴
騰
せ
し
め
、
代
價
の
騰
貴
は
貧
因
な
る
^
^
者
を
窘 

迫
せ
^

れ
ば
已
ま̂

。
レ

ー

グ
0

云
へ
.る
如
く
餓
饑
の 

恐
怵
を
以
て
人
民
に
迫
る
は
政
治
の
平
安
を
維
持
す
る 

に
最
名
危
險
な
る̂P

の
な
6

。
平
靜
な
る
供
输
を
受
け
、 

殊
に
世
界
豐
作
の
葸
に
浴
し
つ
、
ぁ
る
今
日
、
將
來
に 

於
て
英
國
は
如
何
な
る
方
面
よ
6

穀
物
の
供
給
を
得
.る 

や

將

杧

汊一

年
中
の
各
脖
期
に
生
ず
る
供
給
の
變
動
は 

何
等
の
危
險
を
及
ぼ
^
^
る
や
の
問
題
を
研
究
す
る
の 

必
要
あ
る
は
論
を
俟
杧
す
。

千
八
百
七
十
一
年
よ6
千
八
百
八
十
五
年
に
至
る
間 

英
H-
於
合
衆
國
よ
ろ
輸
入
し
允
る
小
麥
の
平
均
額
は
穀.
 

顆
、
|
鬆
を
合
せ
て
、
全
體
の
輸
入
額
の
五
割
を
，趣
過 

し
、
千
八
百
八
十
六
年
よ
ろ
千
九
百
六
年
に
至
る
間
は 

平
均
四
割
八
分
四
厘
に
下
降
し̂
ん
o

E
に
之
を
數
量 

よ
6

云
へ
ば
千
八
百
九
十
九
年
よ6
千
九
百
九
十
九
年 

に
至
る
四
年
間
の
平
均»
六

千

一

ー

百

五

十

胄

§

这
な
6 

し
が
、
千
九
百
六
年
に
至
る.四
年
間
に
於
<
は
、
ニ
千 

九
哲
萬c

w
t
s

ic
下
^
:

N、

千
九
百
七
年
よ
6

千
九
百
十
年 

U

至
る
四
年
間
に
於V

は
，

1
1

千
九
百
2:
.十
萬
0
矣
^
に
上



i
 

.，最
近1

1
年
間
の
.平
均
は1

1

千
三
百
萬
c
w
t
s
u
s
f

 

少
。
此
事
實
は
從
來
尊
ら
^
^
に
小
麥
を
供
输
し
女
る 

米
國
の
地
位
に
變
動
を
惹
龃
し
允
る
說
據
と
し
て
、
特 

に
注
意
を
|?
す
る
ぢ
の
な
6

。

最
近
六
年
間
英
國
に
小
麥
を
供
給
し
杧
る
國
は
六
箇 

國
に
し
て
つ
其
割
<
ロ
を
見
る
•に
、
合
衆
國
の
供
給
高
は 

▲

體

の

ニ

割

三

，分

五

厲

に

し

<

、
千
九
百
八
年
に
は
百 

九
十
八
萬
六
千
噸
、
千
九
百
十

一

年
に
は
九
十
萬
六
千 

噸
を
數
へ
ア
ル
せ
ン
チ
，1

ン
の
供
給
高
は
全
*
の
ニ
割 

八
に
し
て
百
五
十
九
萬
ニ
千
噸
乃
至
七
十
四
萬
四
千
，
 

噸
を
上
下
じ
、
加
奈
陀
の
供
紿
高
は
全
體
の

一

割
七
分
：
 

に
しV

、

百
三
十
五
萬
八
千
噸
乃
至
七
十
六
莴
一
千
噸 

を
上
下
し
、
；
印
度
の
供
紛
高»

一
割
四
分
一
厘
に
し：

V

 

百
ニ
十
六
萬
九
千
噸
乃
至
十
四
萬
七
千
噸
を
上
下
し
、 

露
西
亜
の
供
給
萵
は
一
割
三
分
に
し
て
、

百
四
十
四
萬 

.七
千
*

^
至
^
一
十
五
萬
七
，千
噸
を
上
下
し
、
濠»
5&
に 

ゴ
ュ
I

f
 

?

\ド
の
供
給
高
は
九
分
六
厘
に
し
て
、 

七

十

六

萬

三

千

.噸

乃

至

ニ

 +

九
萬
ニ
千
噸
を
上
下
し
、 

其
以
外
の
供
給
は
全
體
の
五
分
以
肉
に
過
ざ
少
。

英
國
の
輸
入
す
る
榖
粉
の
多
く
は
合
衆
國
诞
に
加
奈 

陀
の
供
給
に
止
ま
る
が
故
に
、
以
下
穀
勝
の
輸
入
に
就 

/<
碑
究
す
る
所
あ
る
可
し
。

蓮
!
：

輸
人
小
®

穀
6

月
別
表
‘
®
位
ゆ
I

f〕 

§

雍
一
き
八
¥

:§
九
年
5
0¥51

年
5

单
平
均

.1

月 

3 

七、Q 

3 

八4 

3 

2. 

2 

.

一

1

s
 

r

七

四

、八 

ニ

七

、九

-

2

ル
、七 

㈣

2

九、七

2H*.

JU JU -13 3 ^

六 ■3X• 八 ニ

へ 八 七 芯 *

ニV 八 ：̂  Q

.八、11 

S 

丨
3
、ニ
 

S
 

2 

八̂
.

<、 1
1
1
1Q、

二

3

,1Q、

八

九
^

九
、コー

o
r

 

11、 1
1

九
、
一
 

2 

.
3
 

m
 

八̂

七
、

11
r

 
八 

H
 

^
 
3
 

七
、七’

八
、六

3

八
、七

北
削
表
に
據
る
に
、

一
箇
月
間
に
於
け
る
穀
顆
輸
人
高 

於

九

百

五

十

莴

。
ー

&

を

趟

過

す

る
^^
、

數

年

間

を

平

均
 

しV
、

六

月

あ

る

の

み

。
•
四

月

九

月

诞

に

八

月

は

之

の
 

次
い
で
、：

九
百
三
四
十
萬ow
t
s
Q

輸
入
あ
/ノ
。
是
等
に

S3一
 Q、s 

i
 S

ハ
 2 ニ、3«.

1
3

一r

六

 

八、八
 外、八

S八
、ニ九、六

八
、七

3
1九、I  八、H八

、
！

八、
m

四
®
月
を
以v

輸
入
高
€>
九
百
萬C w

 ts

に
上
る
聘
と
し 

1

、一

一，兩
月
を
以V

、
輸
入
高
の
寒
少
な
る
肪
と
し
七
、 

十
、
十
二
、
三
、
五
、
十
一
.の
諸
月
は
何
れ
名
遥
等
の
中
間 

に
位
す
る
を
見
る
可
し
。
而
し

V

以
上
諸
年
間
の
各
月 

に
於
け
る
供
給
高
の
最
名
多
額
に
上
れ
る
滕
と
少
额
に 

下
れ
る
肺
と
を
比
.較
す
る
に
、
大
略
左
の
如
し。

'

»— ■» 知.*』

四  一 二 九 一 六 七 ニ 五 〇 三 / \ 月

最
高

1
l
、m

1
〇
、
五 

1
1
、

六 

i

〇
、
〇 

九
、
八

1

〇
、
ニ 

1

一
、四 

.
九
"
九

1  r

ニ

六
、
七 

八
、1

1

〇
、
四

最
低 

，
六
、
〇

六
、
0

七
、
ニ

五
、
九 

34
、
八

六
、
五

八
、
ニ 

六
、
八 

八
、
ニ 

四
、
四 

六
、
。 

八
、
八

0
0 

3f.
、
五 

四
"
五 

四
、
四 

四
、1 

四
、o 

三
、
七

n

一
、
ニ

T

2 
三
、
〇 

'ニ
、
三 

11、
1 

I
、

六

.

i

年
中
の
肺
期
に依
て
、

.斯
く
輸
入
髙
に
劇
變
を
生 

ず
る
は
主
と
し
て
穀
颗
を
供
紛す
る
場
所
の
關
係
に
基

く
？
の
に
し
て
、
各
河
に
於
て
主
と
し
て
英
國
に
榖
鯓 

を
供
踰
す
る
國
を
擧
ぐ
れ
ば
ヽ
左
表
の
如
し
。

月
I

年
§

八
年|

寒
：一
筆
3

;

 

S

単
1

来' 

;

米.

米

露

露

如
 

ニ

米

米

米

米

印

PI
1
 

三

g s
S I

•
& 

.露

亜

米
 

四

酒

s i

姐

亜

亞

©

五蓝

.

.

^

js
露匪
盥，

 

六

SL
踮如加露加
 

七

SI
L

蓝
印
，
印印距

.. 

八印

k

印印印印
 

九
印
来
印
露

ii
印

：

.

1

0
'印 

'加

露

露

漆

，
.
印… 

ニ 

-

印

米

露

.

露

.

線

舉
 

'

一

二

米

.米
：
' 

,
0 

.
露

加

米

 

前
表
に
據
る
に
、
六
年
間
を
通
匕
て
、
三
月
よ6
五 

月
に
至
る
三
箇
月
間
最
名
多
額
の
穀
顆
を
英
國
に
供
給 

す
る
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チI
,ン
，に
し
て
、
此
期
間
に
於
て 

は
、
ァ
ル
ゼ
、

V

チ
ー
ン
の
穀
賴
は
全
く
市
場
を
左
右
ず 

る
？
の
と
云
ふ
可
し
。
又
七
月
よ̂V

九
月
に
至
る
三
筒 

.月
間
は
印
度
の
供
输
高
最
タ
务
く
、.十I

1:

月
よ
6
.

1

一
 
月



に
至
る
主
簡
月
間
は
合
靈
主
と
し
て
俱
給
に
當
ぅ
、

十
、
十
一
.の
兩
月
は
露
西
亜
の
供
給
群
を
拔
气
.六
月 

に
於
弋
は
加
奈
陀
の
供
紛
に
依
賴
す
る
ご
と
多
き
の
事 

實
朋
瞭
な
6

■と
す
。
 

一
 

之
を
要
す
る
に
、
英
國
に
於
け
る
穀
物
の
供
給
は
合 

衆
國
の
穀
物
が
三
箇
月
間
市
場
の
需
要
に
應b
f
cる
後 

に
は
、
ア
ル
ゼ
ン
チI

ン
の
供
給
之u

代
ら
、
其
消
粍 

す
る
以
前
に
於
て
印
度
の
榖
物
到
者
し
、
十
、十
一
の
爾 

月
に
至
れ
ば
、
E

に
露
西
亜
の
供
紛
を
仰
ぐ
を
得
る
？
 

\ 

の
i

云
ふ
可
し
。
 

一
 

■
附
言
。
余
は
從
來
我
國
が
食
料
品
自
由
輸
入
の
主
義

| 

を
實
行
す
る
の
必
要
を
唱
道
し
、
之
に
反
す
る
政
策

| 

を
^
^
しV

今日に至れ卽ち外

■

米
に
#
す

\ 

み
輸
入
桃
撤
廢
の
必
要
の
如
き
、
常
に
余
の
論
述
す
一 

ン
る
所
な
^
ど
も
、
今
日
に
於
v

e
課
桃
の
撤
廢
の
み 

5:
以
て
足
れ
6

と
せ
少
、
其
撒
廢
と
共1C
、
我
國
.

&

::'
國
策
の1

と
し
て
、
永
く
食
料
品
自
由
輸
入
の
主
義; 

を
邀
守
.
^

S

る
こ
と
を
中
外
に
宣
明
す
る
の
必
要
を
離 

め
.
V

B咬
^

。
藍
し
斯
の
如
ぐ̂

し
.て
|:#
め
<

:*
の
.

產
出
に
適
す
る
^

國
の
諸
地
方
は
我
國1C
.於
げ
る
米 

の
需
要
の
程
度
を« *
量
し
て
、
適
{且
產
出
の
籁
園
を 

擴
張
す
る
に
至
る
可
け
れ
ば
な6
。

我

國

於

外

國

-
に 

產
出
せ
ら
4

't
e

る
米
の
偶
々
供
給
過
剩
と
爲
れ
る
部 

分
の
輸
送
2:
'
受
く
る
の
狀
餓
を
以-<
し
て
は
、
供
給 

の
11
富
安
.全
共
^1
之
'|
:

^

可̂
か
ら
^
。
前
記
一
工 

n

 

ノ
ミ
ス
ト

」

の
論
說

t
據
れ
ば
、

世
界
到 

る
所
の
穀
物
產
出
地
を
自
國
の
穀
倉
と
し
、
交
互
•的 

に
外
國
傲
に
鄕
民
地
を
し
<
、
自
國
の
穀
物
を
供
給 

せ
し
む
る
の
狀
■

る

明

白

な

す

。
而
し
て
此 

事
杧
る
、
英
掘
舣
數
十
年
を
通
ヒ
て
、
食
料
品
自
由 

輸
入
の
主
義
を
實
行
せ
る
の
結
果
に
し

V
、

若
し
名
，
 

英
國
の
政
罾
申
途
に
變
改
す
る
奴
姐
きt 

i

f

 

f
c

 

ら
ん
に
ft
、
今
日
英
國
の
爲
め
に
榖
物
供
給
の
任
に 

當
6

つ
、
あ
る
地
方
は
決
し
て
今
日
の
程
度
ま
で
穀 

物
收
^

0
範
圍
を
擴
張
せ
^

6
し
や
必
せ
6

°
日
本 

に
し
て
外
國
ょ
A
食
料
品
の
供
給
を
仰
ぎ
、
而
し
て 

其
代
價
の
低
廉
を
期
す
る
以
上
は
、
米
の
產
出1C
適 

す
る
地
方
を
し
て
總-C
日
本
の
爲
め
に
ヽ
之
を;*
B

す
る
地
方
把
ら
し
め
、
來
洋
に
大
な
る
米
の
集
散
市 

場
の
現
出
す
る
を
期
せ
^
る
可
か
ら
梦
。
前
記
の
論 

文
は
固
ょ
充
分
の
點
あ

6
と
雖
名
、
英
國
於
海 

外
ょ
6
穀
物
の
供
給
を
受
く
る
の
狀
況
の
殆
ど
理
想 

的
！̂

に
達
し
^
る
を
示
す
に
足
る
名
の
あ6
。
卽 

ち

猶

し

て

、
讀
者
の
注
意
を
求
め
ん
と
す
る
所
以
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利
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と
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觀

的

價

値

增
井
幸
離

維
也
納
商
エ
槳
會
議
所
顧
即「

ド
ク
ト
ル」
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w
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b
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 1
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1
3.

に
於
て
代
憤
決 

定
の
蓝
礎
と
な
る
ベ
告
值
値
と
代
憤
よ
リ
L

て
^

$
る
值
腺
-1
の
區 

別
を
論
じ
、之
を
接
礎
と
し
て
'ポ
尤
1

ム
•
バ
グH

ル
ク
氏
の
價
値
算 

常
の
理
論
の
支
持
す
ベ
.か
ち
ざ
る
こ
と
及
ひ
此
の
戈
持
す
ベ
か
ち
ざ 

.

る
算
常
の
理
論
の
上
匕
築
か
れ
允
る
刺
子
論
の
採
る
べ
か
ち
ざ
る
所 

以
を
諭
じ
た
犮
に
虫

&

る
部
分
を
^
!^
せ
ん
。

I

«

«

論

及

^

®

^

の

組

立

伫

双

け
 

る

利

子

問

題

の

’
地

位

.
~ 

批
評
に
入
る
に
先
ち
て
刺
子
問
題
と
價
値
論
及
ぴ
代 

價
論
と
の
關
係
に
就
て
の
私
見
の
-—
"
端

を

述

べ̂1
。

價
値
及
代
價
：.の
成
立
は
旣
成
生
產
物
に
對
す
る̂

 ̂

者
の
主
觀
的
評
價
に
其
の
源
を
發
す
る
？
の
に
し
<
、

.1

方
に
於
て
此
の
主
評
價
は
是
等
：の
財
に
■
す
る


